
彙

華k

　
　
麟
シ
〃
ヴ
ン
・
レ
罪
氏
の
講
演

ご
月
9
H
護
ρ
号
弼
舞
8
の
敏
授
ミ
し
て
世
界
的
に
倉
名
噴
々
た

る
9
ぎ
冒
瀬
£
氏
入
洛
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
京
都
帝
國
大
墨
は

墨
賓
ミ
し
て
優
待
し
且
つ
叫
場
の
塵
術
講
演
を
講
ひ
し
に
快
諾
を

得
仁
れ
ば
巻
　
”
冒
月
｝
一
十
轟
ハ
、
　
｝
一
十
七
｝
曜
日
の
7
午
傍
瓢
帰
嗣
に
亙
・
り
て

・
古
代
印
度
の
突
化
な
る
題
目
の
下
に
法
三
部
第
四
教
室
に
て
公
開

講
演
を
醐
き
し
が
、
氏
は
第
［
＠
は
婆
羅
門
の
文
化
を
第
二
日
は

佛
敏
の
丈
化
を
講
述
せ
ら
れ
た
り
，
今
其
の
講
演
の
要
領
を
摘
記

せ
ん
に
、

　
印
度
の
交
化
は
寧
ろ
婆
羅
門
数
の
丈
化
で
あ
っ
て
、
佛
敏
の
文

　
化
で
な
い
。
稠
の
四
姓
の
カ
ス
ト
制
度
が
印
度
民
族
の
文
化
を

　
形
作
つ
た
根
本
の
基
礎
で
あ
る
。
佛
敏
は
此
カ
ス
ト
を
破
ら
．
）

　
鴨
こ
し
た
も
の
で
婆
羅
門
教
よ
り
も
入
間
的
全
人
類
的
で
あ
る
。
．

　
紀
元
前
五
六
世
紀
頃
か
ら
の
世
界
的
大
革
命
の
機
蓮
に
癒
じ
て

　
㎞
時
佛
教
は
勢
力
を
得
て
阿
育
王
迦
賦
色
迦
王
等
の
熟
心
な
援

　
助
を
得
た
が
、
紀
元
｝
千
年
項
に
は
全
印
度
の
國
内
か
ら
忘
れ

　
　
　
第
八
巻
　
　
彙
　
　
　
報

ら
れ
て
、
却
っ
て
外
國
に
普
及
し
た
。
印
度
國
内
は
巌
格
で
實

は
可
な
り
鍛
裕
の
あ
る
婆
羅
門
教
の
文
化
を
保
守
し
て
外
國
人

の
侵
入
に
封
抗
し
て
來
た
σ
そ
し
て
な
ほ
こ
の
交
化
を
守
ら
う

ε
し
て
努
力
し
て
み
る
。
佛
教
に
鋤
す
る
憧
憬
の
念
も
近
年
各

所
に
現
は
れ
て
る
る
。
が
要
す
る
に
世
界
に
三
一
な
、
燦
欄
た

る
印
度
文
化
は
圭
ε
し
て
婆
羅
門
敏
の
文
化
で
あ
っ
て
、
こ
の

方
衝
で
佛
教
は
第
二
義
の
役
臼
し
か
演
じ
て
を
ら
ぬ
。
三
千
年

一
日
の
如
く
…
同
の
文
化
を
維
持
し
擁
護
し
て
み
る
の
が
印
度

民
族
で
あ
る
云
々
。

　
愚
京
都
帝
國
大
死
丈
學
部
史
學
科

　
　
本
學
年
講
義
題
目

史
學
研
究
法

國
史
概
説
（
中
世
）

武
家
時
代
経
回
史
槻

近
世
國
民
思
想
の
登
達

岡
史
概
説
（
古
代
）

古
代
史
籍
解
題

國
史
地
理

國
史
概
論
（
近
世
）

古
代
文
化
の
領
空

國
史
新
著
批
航

　
　
　
　
　
　
第
二
號

南
極
二
　
原
　
　
教
授

…　

b
三
裟
隈

…　謙
辞
授

一
七
三
　
（
三
五
五
）



　
　
第
　
　
　
　
　
襲
　
　
報

古
文
書
堰
塞
説
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
中
村
　
講
師

熱
蕉
撃
三
見
発
る
支
那
＝
藁
原
敏
授

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

p
内
藤
教
授

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

p
矢
野
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
重
助
敏
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敏
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敏
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
村
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
敬
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棋
山
助
教
授

東
洋
史
概
設
（
中
世
）
　
　
　
　
　
　
二

支
那
総
識
史
（
五
代
以
後
）
　
　
　
　
一

束
洋
史
概
読
（
近
世
）
　
　
　
　
　
　
二

支
那
近
時
の
外
典
關
係
　
　
　
　
二

西
方
諸
察
敏
東
漸
史
　
　
　
　
　
　
二

鑑
鹸
鱗
　
　
　
鶉
原

晒
鑓
難
蔽
罷
　
　
　
…
帯
坂
・

駄
洲
封
建
時
代
の
國
家
及
肚
會
　
　
二

離
鑛
懲
難
翻
W
　
二
｝
石
橋

馳遡

ﾓ
論
（
第
蔀
）
　
　
藁

地
圖
學
及
地
質
測
量
學
　
十
月
以
隆
二

鍛
稠
麗
螺
ハ
鍛
後
の
彫
刻
）
二
｝
蕾

人
類
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
足
立

　
鰺
大
正
十
二
年
度
卒
業
論
文
題
目

教教
響授授

本
學
文
墨
部
に
提
出
せ
ら
れ
た
本
年
度
の
卒
業
襟
丈
の
題
目
の
中

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
一
・
七
閃
門
　
（
三
五
六
）

史
學
地
理
學
に
開
す
る
も
の
は
次
の
通
で
あ
る
。
（
△
選
科
生
○
委

託
生
）

　
　
　
史
－
學
　
　
科

近
世
出
版
法
論
く
國
史
）

徳
川
時
代
に
於
け
る
佛
敏
界
の
革
新
蓮
動
（
同
）

安
南
猫
立
之
事
情
（
東
洋
史
）

ナ
ン
ト
勅
令
の
慶
止
に
就
て
（
西
洋
史
）

十
九
世
紀
以
後
に
於
け
る
愛
爾
土
地
制
度
に

つ
い
て
（
同
）

羅
馬
共
和
國
の
軍
事
制
度
（
同
）

近
畿
地
方
二
戸
ク
ル
人
ロ
ノ
分
布
（
地
理
）

　
　
　
文
　
　
學
　
　
科

芭
蕉
の
琴
鳥
に
断
て
（
俳
門
観
及
俳
置
上
①

特
色
×
國
文
）

義
経
記
に
就
て
（
同
）

　
　
　
哲
　
　
學
　
　
科

藤
原
明
を
虚
心
ε
せ
る
重
土
教
美
術
に
就
て

（
印
度
三
六
）

累
代
哲
學
が
受
け
た
る
鐸
の
影
響
（
支
那
哲
學
）

中
村
喜
代
三

〇
井
川
定
慶

　
杉
本
直
治
郎

　
三
喜
田
熊
藏

△
小
林
　
紀

△
風
田
庸
次
郎

　
小
野
鐵
二

岩
本
　
朝
次

△
粟
屋
　
周
砧

△
塚
本
　
善
隆

○
後
藤
義
豊



省
慮
於
け
る
藝
術
教
育
の
史
的
概
観
（
教
育
）

使
徒
パ
ウ
ロ
の
懸
の
説
に
就
て
（
宗
敏
）

原
始
櫓
團
ノ
研
究
（
肚
會
）

旧
史
學
研
究
會

　
秋
葉
　
貞
二

岩
本
　
秀
雄

○
伊
藤
　
典
孝

例
會
　
二
月
＋
七
日
午
璽
時
よ
り
京
都
四
五
大
孔
文
學
部
第

五
敏
室
に
て
開
催
左
の
講
演
あ
り
た
り
。

　
一
、
民
族
大
移
動
に
就
い
て
　
會
員
文
學
士
　
植
村
清
之
助
君

　
藁
筆
古
代
末
に
於
け
る
グ
ル
マ
ニ
民
族
移
動
の
性
質
歌
態
に
翻

す
る
佛
猫
諸
節
者
の
所
論
を
批
評
し
こ
の
移
動
が
國
民
的
集
團
や

戦
士
の
部
隊
な
ら
で
、
蟹
民
の
血
族
關
艦
に
よ
り
行
は
れ
し
も
の

な
る
所
以
を
論
蓮
せ
ら
れ
た
り
。

　
一
最
近
歓
野
史
界
管
見
　
會
員
文
學
博
士
　
三
浦
　
澗
行
君

　
本
講
演
は
本
誌
に
掲
載
せ
ら
れ
あ
り
。

⑳
護

史

會

例
會
　
　
一
月
三
＋
日
午
後
六
時
よ
の
咋
年
末
蹄
朝
せ
ら
れ
た
る

三
浦
教
授
西
田
助
教
授
を
迎
へ
て
其
墨
客
談
を
聴
く
べ
く
學
生
集

　
　
　
第
入
谷
　
　
棄
　
　
　
酒

醤
揚
に
開
催
出
席
者
爾
敏
授
中
村
講
師
鞍
替
富
森
牧
古
田
鈴
木
小

牧
岩
橋
梅
凛
牧
野
森
下
橋
川
源
土
田
中
村
井
川
馬
面
加
藤
中
原
石

川
塵
徳
重
小
橋
等
の
諸
君

　
一
、
敵
米
諸
大
學
の
史
學
研
究
室
　
　
　
三
浦
　
周
行
君

　
佛
猫
英
米
の
重
な
る
大
學
に
於
け
る
史
學
研
究
室
の
設
備
及
び

其
特
色
に
つ
き
二
時
間
像
に
亙
っ
て
述
べ
ら
れ
た
る
も
本
誌
に
起

稿
せ
ら
る
・
筈
な
る
を
蹴
て
梗
概
の
紹
介
を
略
す
べ
し
。

　
一
、
雑
　
　
　
感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
田
直
二
郎
君

　
余
は
在
外
研
究
員
S
し
て
道
心
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
大
學
に
在
墨
せ
し

が
其
動
機
は
岡
大
學
敏
授
の
ピ
ユ
リ
i
氏
論
文
「
歴
史
は
科
學
な

り
や
」
を
先
年
談
み
し
事
あ
り
爾
瀦
中
に
て
同
苗
出
身
者
ε
行
を

共
に
し
同
大
學
の
事
情
を
聞
く
に
及
び
遽
に
ク
ン
ブ
リ
ヂ
を
選
び

し
な
り
由
來
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
大
音
は
自
然
科
學
的
方
面
に
秀
で
オ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
は
法
文
方
面
に
特
色
を
似
せ
る
な
り
畠
身
者
に

付
き
て
見
る
人
前
者
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
を
出
せ
る
に
反
し
後
者
は
グ

ラ
ド
ス
ト
ン
を
出
せ
る
が
如
し
夏
ら
に
近
代
の
歴
史
思
想
を
見
る

に
彼
の
ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト
の
影
響
は
諸
方
面
に
及
び
し
が
英
國
に
て

此
強
風
野
業
へ
し
は
ハ
ツ
ド
ン
氏
の
入
域
墨
画
な
り
邸
輩
に
フ
牛

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
七
五
　
（
三
五
七
）



　
　
　
第
入
巻
　
　
嚢
　
　
　
報

ジ
カ
ル
の
方
面
の
み
な
ら
す
ソ
シ
ア
ル
の
方
立
を
も
取
扱
ひ
此
野

梅
を
入
類
學
的
に
研
究
し
宗
教
美
術
等
を
諸
民
族
間
に
求
め
之
を

比
較
研
究
す
る
な
の
同
氏
も
亦
ク
ン
ブ
リ
ヂ
大
番
に
あ
り
縮
じ
て

同
大
學
は
各
方
面
に
自
由
の
精
騨
あ
ら
は
れ
學
生
々
活
に
於
て
特

に
其
然
る
を
見
る
べ
し
云
々
。

三
浦
西
田
爾
恥
曝
編
朝
霧
三
戸
　
二
月
三
日
午
後
七
時
よ
り

樹
の
枝
に
於
て
開
催
客
席
者
は
爾
主
賓
の
外
喜
田
敏
授
、
中
村
講

師
、
江
馬
、
魚
澄
、
菊
池
、
古
田
、
牧
、
下
川
、
富
森
、
鈴
木
、

岩
橋
、
牧
野
、
橋
川
、
江
藤
の
諸
氏
及
井
川
、
．
勝
峯
、
佐
古
、
加

藤
、
中
原
、
徳
重
、
山
本
、
小
橋
の
諸
藩
生
な
り
き
勝
峯
氏
の
数

迎
の
僻
に
次
ぎ
て
三
浦
敏
授
は
主
・
こ
し
て
鰍
米
諸
大
墨
の
輿
學
敏

室
の
印
象
に
基
き
師
弟
間
の
關
係
を
説
か
れ
西
田
助
教
授
こ
れ
を

補
説
せ
ら
る
Σ
ミ
こ
ろ
あ
り
、
夫
よ
り
一
同
記
念
撮
影
を
な
し
歎

談
刻
を
移
し
て
十
時
過
散
會
せ
り
。

例
禽
日
　
　
一
一
日
己
一
十
六
日
午
後
六
時
よ
り
恩
ず
三
三
楡
日
但
物
に
開
催
の

出
席
者
は
三
浦
敏
授
、
中
村
三
三
、
魚
澄
、
牧
、
鈴
木
、
中
村
、

井
川
、
勝
峯
、
末
岡
、
佐
古
、
加
藤
の
諸
氏
な
り
講
演
者
及
講
演

要
旨
左
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
。
第
二
　
號
　
　
　
一
七
点
ハ
　
（
一
二
五
八
）

　
日
、
李
泉
學
士
の
「
守
護
地
頭
の
設
置
に
關
オ
る
新
設
の

　
　
　
根
本
的
誤
謬
に
答
ふ
」
　
　
　
　
　
牧
　
　
健
二
君

　
李
泉
學
士
は
「
守
護
地
頭
は
義
経
行
家
の
追
捕
の
た
め
臨
時
に

置
き
し
も
の
な
り
」
ミ
い
ふ
余
の
読
に
謝
し
根
本
的
誤
謬
を
含
む

も
の
な
り
書
て
灘
し
て
日
は
く
「
守
護
地
頭
は
決
し
て
爾
入
追
捕

の
爲
の
み
に
非
す
し
て
全
國
の
行
政
を
も
司
さ
る
も
の
な
り
叉
此

職
は
臨
時
的
の
も
の
に
嫁
す
」
ε
然
し
吾
妻
鏡
其
他
當
時
の
史
料

を
熟
讃
す
れ
ば
不
一
學
士
の
説
の
誤
ま
れ
る
を
知
る
べ
く
彼
「
世

間
不
落
居
猛
射
」
－
こ
い
ふ
事
も
氏
は
其
後
も
永
く
¶
こ
解
す
れ
さ
も

全
く
義
経
行
家
の
追
捕
迄
、
こ
解
す
べ
き
も
の
な
り
此
外
頼
朝
の
奏

歌
等
を
見
て
も
余
の
論
の
誤
ら
ざ
ろ
を
知
る
べ
し
云
〃
。
　
ノ

　
｝
、
敏
米
に
於
け
る
古
文
書
の
保
有
－
こ
其
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
澗
行
君

　
本
講
演
は
蓬
て
本
誌
に
掲
載
せ
ら
る
Σ
筈
。

⑳
支
　
那
　
學
　
旧

例
會
　
　
｝
月
＋
七
目
午
後
六
時
よ
り
京
都
帝
事
大
學
文
學
部
第

五
教
室
に
て
開
催
左
の
講
演
あ
り
。



　
一
、
周
易
逸
文
考
　
　
　
　
　
　
　
　
日
名
　
静
嚇
漕
．

鞄
隊
饒
會
　
　
二
月
二
十
四
日
午
後
四
時
よ
り
京
都
帝
尊
大
學
々
生

集
會
會
楊
に
て
本
年
卒
業
せ
ら
る
べ
き
支
那
哲
桑
科
後
藤
義
豊
東

洋
史
科
杉
本
直
治
郎
爾
夏
鳶
慶
の
爲
開
催
，
窮
概
撮
影
後
開
宴
左

の
講
演
を
聴
き
て
午
後
九
時
孕
天
趣
せ
り

　
扁
、
宋
三
哲
學
の
受
け
た
る
輝
の
影
響
後
藤
義
豊
君

　
一
、
安
南
史
研
究
選
言
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
直
治
郎
君

　
　
爾
ア
メ
ソ
カ
ソ
・
ヒ
ス
ト
ソ
カ
ル
・
ア
ツ
ソ

　
　
　
シ
難
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＾
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。
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ω
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疋
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昌
は
例
の
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気
昨
年
士
万
二

＋
陰
欝
午
後
よ
り
岡
三
＋
日
の
午
蘭
迄
四
日
間
に
亙
っ
て
其
第
三

十
七
翻
の
年
寄
を
エ
ー
ル
大
學
所
在
地
の
ニ
ユ
ー
ヘ
ヴ
ン
に
胴
け

り
同
地
随
唱
の
ホ
テ
ル
・
タ
フ
ト
に
於
け
る
初
日
の
午
餐
會
か

同、

ｵ
二
。
ぎ
簗
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［
霧
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催
に
し
て
先
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＆
p
乙
氏
の
タ
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急
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ｱ
・
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亀
【
ぎ
琴
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縄
㌧
勘
銭
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霧
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陣
亀
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こ
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せ
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講
演
あ
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し
中
に
も
累
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會
長
な
る
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．
鵬
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入
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米
利
加
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外
國
の
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化

　
　
第
入
谷
　
奪
　
　
報

の
影
響
を
受
け
ざ
ら
し
め
ん
と
を
課
員
に
向
っ
て
働
告
せ
る
杯
開

園
早
々
異
彩
を
放
て
り
。
今
會
期
中
に
朗
談
せ
ら
れ
た
る
鍬
多
く

の
論
文
及
び
講
演
討
論
等
を
悉
く
こ
」
に
紹
介
す
る
能
は
ざ
る
も

今
回
は
雲
・
・
℃
§
凶
。
》
ヨ
巴
§
霞
・
・
峠
。
屯
に
關
す
る
も
の
多
鍬
を

占
め
新
設
の
提
唱
及
び
有
事
な
る
討
論
を
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こ
蕊
に
見
た
り
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叉

藁
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凶
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窪
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剛
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誇
§
門
亀
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ミ
の
聯
合
の
結
果
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同

地
方
の
も
の
も
少
か
ら
ず
亜
米
利
加
に
於
け
る
羅
馬
蕗
教
史
及
び

黒
人
問
題
の
史
槻
弓
注
意
に
値
ひ
丁
其
他
に
て
は
農
業
史
、
考
古

學
言
語
學
、
古
文
書
學
、
法
制
二
等
に
回
す
る
も
あ
り
し
が
其
申
古

文
書
學
に
就
き
て
は
古
文
書
館
員
の
協
議
會
に
於
て
古
文
書
取
扱

者
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ミ
し
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つ
困
難
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す
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古
文
書
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す
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討
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》
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合
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主
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な
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講
演
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史
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面
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史
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史
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落
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史
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史
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史
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史
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史
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＾
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催
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叉
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